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表 1 ScanSnap fi-5110EOX2 の仕様 
 





読取モード カラー / 白黒 / 自動 
 (カラー・白黒の自動識別) 
光学系/光源 非球面レンズ縮小光学系 CCD 採用 / 白
色冷陰極管 
ノーマルモード カラー150dpi、白黒 300dpi 相当:  
両面・片面 15 枚/分 
ファインモード カラー200dpi、白黒 400dpi 相当:  
両面・片面 10 枚/分 
スーパーファインモード
カラー300dpi、白黒 600dpi 相当:  





る 場 合 が あ る 。
PDF、JPEG ファイ
ルで保存可能] 
エクセレントモード カラー600dpi、白黒 1,200dpi 相当:  
両面・片面 0.5 枚/分 

































３.３ PDF 化作業 
 
２で保存したページ画像を論文単位でまとめて WinReader8.0（OCR 商用ソフト）を使










１.３ / 画像トリミングフリーソフト）ことによってコストを削減した。 
「傾き、位置補正」については、自動化できなかったため Paintshop（画像処理商用ソ














































ることで Access からのデータを抽出し、目次 HTML を完全ではないが、ある程度まで自
動作成する補助プログラムを自作し、データベースからのデータコピーミスを削減し、作







図３ Access テーブルでのデータベース入力 
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図５ 文献閲覧用目次 HTML 
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５. プロジェクトの最終結果報告と今後の課題 
 
 既刊された年報すべて、ブリテン第４５号～第２０号、公開された公開講座すべての資
料の電子ファイル化、及び、これら防災研究資料を Web 上で高速に検索できるシステムの
構築が終了致した。 
 今後は、膨大なデータのバックアップと管理体制の充実、４で述べた改良案を元に、よ
り良い防災情報検索システムの作成と XMDB、自己点検等の他の検索システムとの連携を
目指していく。 
 
６． 終わりに 
 
限られた予算の中、年報だけに留まらず、ブリテン、公開講座まで電子ファイル化及び
防災資料検索システム実用化までに至りました。 
３年という長くも短い間、続けてきた COE プロジェクトでしたが、ようやく１つの区切
りがつき、これからの防災資料の電子ファイル化の非常に大きな第一歩をようやく踏み出
せた気が致します。 
ひとえに室長をはじめ、支援頂いた技術室の皆様、教員の方々、そして本プロジェクト
の影の主役であり、一番の功労者である電子ファイル化作業を手伝って頂いた非常勤職員
の皆様の長く地道な努力の賜物と感じております。ここに記して心より厚く御礼申し上げ
ます。 
